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フラッグフットボール・コード（綱領） 

 

 フラッグフットボールは教育活動の重要な一環を担っています。そのためプレーヤー、コーチ、その

他の試合関係者に対しては、最高のスポーツマンシップと行動が要求されます。 

 フラッグフットボールでは、不正な戦術、スポーツマンらしくない行為、故意に相手を傷つけること

は絶対に許されません。また規則のみでは、さまざまな種類の不必要な乱暴な行為、不正な戦術、スポ

ーツマンらしくない行為を完全に無くさせることはできません。コーチ、プレーヤー、審判員、および

すべてのゲーム関係者の絶えざる最善の努力のみが、このスポーツの高水準の倫理を維持し、人々の期

待に沿うものとなるのです。したがって規則の不備をつく行為などは慎まれるべきで、正々堂々とプレ

ーすることが望まれます。 

 またフラッグフットボールは誰もが安全にプレーするために、すべてのことに優先して安全の配慮が

なされるべきです。 

 コーチ、プレーヤー、審判員、その他ゲームの興隆に責任を有する者に対する指針として、次の綱領

を掲げます。 

 

コーチの倫理 

 安全を第一に考えることが要求されます。そして規則を侵害することを故意にプレーヤーに教えるこ

とは、絶対にするべきではないでしょう。 

 意図的に不正な行為や乱暴な行為を行うこと等を教えるのは、プレーヤーの人格形成に役立つどころ

か、むしろ低下につながります。そのような指導者は、相手に対してフェアーでないのみならず、コー

チの管理に委ねられているプレーヤーの道徳の低下をもたらすもので、フラッグフットボールの活動に

存在する余地はありません。 

 

相手への話しかけ 

 品の無い、侮辱的な、口汚い言葉で相手に話しかけること、報復行動を挑発するような言動は、不正

な行為です。コーチはこのような行為に対しては頻繁にチーム内で協議し、このような行為が無くなる

よう努めるとともに、これらの行為を規制する審判員の行動を支持することが強く要請されます。 

 

審判員への話しかけ 

 審判員が罰則を科し、あるいは決定を下すのは、審判員が自分の見たことに対する任務の遂行をして

いるのです。審判員はフラッグフットボールのゲームの本来の姿を維持するためにフィールドにいるも

のであって、その決定は最終的なもので、プレーヤーやコーチはこれを受諾すべきです。 

 コーチは、チームの内外を問わず、かつ公式、非公式を問わず審判員を非難してはいけません。 

 また、ベンチ内にいる誰かが試合の最中に審判員に対して悪口を吐いたり、またプレーヤーや観客が

審判員に反感を持つような扇動的な行為を行うことを許したり、コーチ自身が行うことは、試合の規則

の侵害であり、コーチとして相応しくない行為です。 

 

スポーツマンシップ 

 故意に規則を侵害したプレーヤーは、罰則の有無にかかわらず、試合の名声を高める義務を忘れ、フ

ットボールの名誉を傷つけたものとして反省すべきです。すべてのフラッグフットボール関係者に、ス

ポーツマンにふさわしいフェアーな競技活動を強く期待します。 
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カテゴリー 

 

シニア   高校生以上の男女により構成されたチーム 

レディース 中学生以上の女性により構成されたチーム 

ジュニア  中学生の男女により構成されたチーム 

キディ   小学生の男女により構成されたチーム 

※年齢に応じてゲームが楽しめるよう、規則が違う項目があります。 

 

安全確保のためのプレーヤーの義務規定 

 

１．プレーヤーはあらゆる身体接触が一切禁止される。特に、攻撃側プレーヤーは、守備側プレーヤー

を避けて動く義務がある。 

 

３．いかなる試合にもプレーヤーが乱暴な行為を行った時は、審判はただちに試合を止め、そのプレー

ヤーを退場させなければならない。 

４．審判、相手チーム、チーム内、観客に対する暴言、特に危険な接触は、一度目は反則を適用し合わ

せて警告、二度目は退場させなければならない。 

５．反則は全て審判によって決定され、フィールドキャプテンに告げられる。フィールドキャプテンの

みが審判に対して、ルールについての質問や、反則についての質問をし説明を受けることが出来る。 

６．ゲームの残り時間についても、フィールドキャプテンのみが審判に確認することができる。 

 

審判員の心得 

 

１．プレーが楽しく公平公正に行えるよう、審判員はプレーヤーに正しいルールを教えることが大切で

す。 

２．フラッグフットボールでは、卑怯な行為、スポーツマンらしくない行為、怪我をさせる行為には、

特に厳しく対処してください。 

３．審判員同士の協力を第一に考え、必要があれば協議してください。 

４．審判員には勇気が要求されます。反則があったら躊躇せず、厳しくもなく甘くもなく、あくまでも

公式規則通りに取りましょう。そうすることで、プレーヤーに、許される行為と許されない行為を

正しく伝えることになるのです。 

５．常に、威厳を損なうことなく、品位と礼節を保ちましょう。また、高圧的な管理が行われたとの印

象が残らないようにするべきです。 

 

公式規則の運用 

 

公式規則は、競技者の年齢・レベル、グラウンド事情、大会の規模や運営に応じて変更することは可能

です。 

２．（キディのみ）守備側プレーヤーは、「スク

リーンブロック」を避けて動く義務がある。 



FLAG FOOTBALL OFFICIAL RULE 

2008 年度 フラッグフットボール 公式競技規則 

JAPAN FLAG FOOTBALL FEDERATION 

日本フラッグフットボール連盟 
3 

 

 

 

フィールド（シニア・レディース） 

 

１．エンドラインからエンドラインまでの間は６０ヤードとする。 

２．エンドゾーンは、エンドラインから１０ヤードずつとする。 

３．サイドラインからサイドラインまでの間は、３０ヤードとする。 

４．サイドライン間の中央に、スタートラインを設ける（破線）。 

５．サイドライン、エンドラインは、アウト・オブ・バウンズとする。 

６．コーナー・ラインの交点にパイロン、コーン等を置くこととする。 

７．ゴールラインの手前１２ヤードに、マークをつけることとする。 

８．各ゴールラインの手前とハーフラインの手前に５ヤードのノーランニング・ゾーンを設ける。 

９．サイドラインの２ヤード外側で両１０ヤードライン間を、チームエリアとしてフィールドの両側に

設ける。チームエリアに入ることが出来るのは、交代選手、事前に認められたチームスタッフのみ

である。 
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フィールド（ジュニア） 

 

１．エンドラインからエンドラインまでの間は６０ヤードとする。 

２．エンドゾーンは、エンドラインから１０ヤードずつとする。 

３．サイドラインからサイドラインまでの間は、３０ヤードとする。 

４．サイドライン間の中央に、スタートラインを設ける（破線）。 

５．サイドライン、エンドラインは、アウト・オブ・バウンズとする。 

６．コーナー・ラインの交点にパイロン、コーン等を置くこととする。 

７．ゴールラインの手前１２ヤードに、マークをつけることとする。 

８．各ゴールラインの手前に５ヤードのノーランニング・ゾーンを設ける。 

９．サイドラインの２ヤード外側で両１０ヤードライン間を、チームエリアとしてフィールドの両側に

設ける。チームエリアに入ることが出来るのは、交代選手、事前に認められたチームスタッフのみ

である。 
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フィールド（キディ） 

 

１．エンドラインからエンドラインまでの間は５０ヤードとする（競技者の年齢・レベルや、グラウン

ド事情に合わせて４０～６０ヤードで運用しても良い）。 

２．エンドゾーンは、エンドラインから１０ヤードずつとする。 

３．サイドラインからサイドラインまでの間は、３０ヤードとする（競技者の年齢・レベルや、グラウ

ンド事情に合わせて短くしても良い）。 

４．サイドライン間の中央に、スタートラインを設ける（破線）。 

５．サイドライン、エンドラインは、アウト・オブ・バウンズとする。 

６．コーナー・ラインの交点にパイロン、コーン等を置くこととする。 

７．ゴールラインの手前５ヤードと１０ヤードに、マークをつけることとする。 

８．サイドラインの２ヤード外側で両１０ヤードライン間を、チームエリアとしてフィールドの両側に

設ける。チームエリアに入ることが出来るのは、交代選手、事前に認められたチームスタッフのみ

である。 
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プレーヤー 

 

１．フィールド上のプレーヤーは、両チーム５人ずつで行う。やむを得ない事情（怪我など）があり、 

  チームのメンバーが減ってしまった場合にも、１チーム最低４人はフィールド上にいなければ  

ゲームは中止とする。 

２．プレーとプレーの間ならば、交代は自由に出来る。 

 

プレーヤーの装具と装備 

 

１．服装は、ジャージ、パンツ、ソックスとする。 

２．ジャージは両チームが識別できるものとし、胸部および背部に番号が付いたものとする。番号の色

は、ジャージの色と明確に区別出来る色とすること。なお、番号はアラビア数字で１から９９とす

る。また、フラッグと同系色、またはフラッグと混同するようなラインが入っているパンツの着用

は避けること。 

３．ゲームに参加するすべてのプレーヤーは、連盟公認フラッグを付けなければならない。 

４．フラッグベルトはジャージをパンツに入れて、ジャージの上に装着する。 

５．フラッグベルトの余った部分は、パンツの中に入れるかベルトに巻きつけるかして、外に出さない

ようにする。 

６．常にフラッグが左右の腰の位置にあるかどうか確認する。 

７．腰回りには、フラッグ以外のものを付けてはならない。 

８．安全のためにマウスピースをつけるとともに、キャップ、ヘアバンド、皮製ヘッドギアのいずれか 

  を着用することを推奨する。キャップの場合、金具は無いものとし、つばは頭部後ろに回してかぶ 

ることとする。タオル、バンダナ等を頭部および首周りに巻くことを禁止する。 
９．天然芝以外のグラウンドでプレーする場合は、膝サポーター（フットボールパンツにニーガードを 

  入れたものも可）または長いジャージ等の着用を推奨する。ただし、やわらかいものに限る。サッ

カー用すねあて等固いものは着用できない。 

10．金属製およびポイント交換式のスパイクの着用は禁止する。 

11．硬い素材または材質でできたすべてのものは、装着してはならない。 

 

ゲーム 

 

１．試合球・フラッグは、連盟公認球・連盟公認フラッグを使用するものとし、試合開始前に必ず確認

する。 

２．ゲーム開始前に、ジャンケンまたはコイントスを行い、勝ったチームが「ボール（攻撃）」、「フィ 

  ールド（守備）」のどちらかを選択出来る。負けたチームは残りを選択する。 

３．前半が終了したらサイドチェンジをしてゲームを再開する。後半開始時は、ゲーム開始前の選択で 

  守備を選択していたチームから攻撃を行う。 

４．フィールド上のどの地点でボールデッド（プレー終了）になっても、次のプレーは全て、スタート 

  ライン上から開始する。 
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８．インターセプトをした守備側の選手は、ボールをリターンすることが出来る。そのプレーがボール

デッド（プレー終了）となった地点から、次の攻撃を開始する。 

 

 

 

 

 

 

５．（シニア・レディース・ジュニア）ゲームの開始、後半の開

始、攻守交代（インターセプトを除く）後のプレーの開始は全て、

自陣５ヤードライン上のスタートラインから開始する。 

５．（キディ）ゲームの開始、

後半の開始、攻守交代（インタ

ーセプトを除く）後のプレーの

開始は全て、自陣ゼロヤードラ

イン上のスタートラインから

開始する。この地点にボールを

置くときは、ボールの後ろ先端

部をゴールラインとスタート

ラインの交点に付ける。 

６．（シニア・レディース）オフェンスは、３回

の攻撃でハーフラインを越えれば、プレーが終

了した地点から、再び３回続けて攻撃すること

が出来る。 

６．（ジュニア・キディ）オフェンスは、４回の

攻撃でハーフラインを越えれば、越えてプレー

が終了した地点から、再び４回続けて攻撃する

ことができる。 

７．（シニア・レディース）オ

フェンスは、３回の攻撃でハー

フラインを越えられなかった

り、ハーフラインを越えてから

の３回の攻撃でタッチダウン

出来なければ、攻守は交代す

る。交代後は、それまで守備側

だったチームが攻撃側となり、

自陣５ヤードライン上のスタ

ートラインから始まる。 

７．（ジュニア）オフェンス

は、４回の攻撃でハーフライ

ンを越えられなかったり、ハ

ーフラインを越えてからの４

回の攻撃でタッチダウン出来

なければ、攻守は交代する。

交代後は、それまで守備側だ

ったチームが攻撃側となり、

自陣５ヤードライン上のスタ

ートラインから始まる。 

７．（キディ）オフェンスは、

４回の攻撃でハーフラインを

越えられなかったり、ハーフラ

インを越えてからの４回の攻

撃でタッチダウン出来なけれ

ば、攻守は交代する。交代後は、

それまで守備側だったチーム

が攻撃側となり、自陣ゼロヤー

ドライン上のスタートライン

から始まる。 

９．（シニア・レディース・ジュニア）ハドルに６人以上の選手

が加わることはできない（反則 交代違反）。 

９．（キディ）ゲーム中フィー

ルドには、選手５人とコーチ１

人（ハドルコーチ）までとする。

ただし、競技者の年齢・レベル

が高い場合はハドルコーチを

置かないことを推奨する。ハド

ルに６人以上の選手が加わる

ことはできない（反則 交代違

反）。 
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オフェンス・プレー 

 

■プレー全般 

１．プレーの種類にはランニング・プレーとパス・プレーがある。 

２．プレーは必ず、攻撃側プレーヤーによる、股の下を通すスナップで開始される。 

３．スナップを出す攻撃側プレーヤーをセンター、スナップを直接受ける攻撃側プレーヤーをクォータ

ーバックと呼ぶ。 

４．センターは、自陣のスクリメージラインのすぐ手前にいなければならない（反則 フォルス・スタ

ート）。直接手渡しでスナップを受けられる位置にいるプレーヤーは、１名でなければならない（反

則 イリーガル・モーション）。 

５．センターはスナップ前に、ボールを地面から離してはいけない。また、ボールをつかんだ時、ボー

ルの長軸をエンドゾーン方向に向けなければならないし、身体がニュートラルゾーンを越えてはい

けない（反則 フォルス・スタート）。 

 

 

ニュートラル

ゾーン 

スナップ時の正しい

フォーム１ 

スナップ時の正しい

フォーム２ 

不正なフォーム 

６．（シニア・レディース・ジュニア）攻撃側プ

レーヤーは、ボールキャリアの進路を確保する

ために、守備側プレーヤーの進路を妨害したり、

接触してはならない。特に、相手ラッシャーの

進路を妨害してはならない（反則 イリーガ

ル・コンタクト）。 

６．（キディ）ボールキャリア以外の攻撃側プレ

ーヤーは、身体接触の無い「スクリーンブロッ

ク」を行うことが出来る。スクリーンブロック

は、肘を脇につけ、手を開いて、肩幅以内の前

面に配置した状態で行う。両肘は身体に付けな

ければならない（反則 イリーガル・コンタク

ト）。  


